
なごや新型コロナウイルスワクチン接種プラン
（第1.0版）

（接種方針・実施計画）

※本資料は、現時点の内容であり、今後、国の通知、事業の検
討・調整状況により、内容を変更する場合があります。

（令和3年4月14日現在）
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ワクチン接種方針（１）
○個別接種と集団接種を組み合わせて接種を実施します。

・多くの市民の方に接種を受けていただけるよう、当面はかかり
つけ医や地域の医療機関で接種を受けていただく個別接種と、市
が設置運営する会場で接種を受けていただく集団接種を並行して
実施します。

・基礎疾患のある方にとっては、かかりつけ医にて接種を受けて
いただくことがより安心・安全と考えられます。市主体の配送体
制の整備等により、個別接種を実施する医療機関を増やし、個別
接種中心の接種体制への移行を目指します。
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ワクチン接種方針（２）
○希望する市民の方への接種を年内に終えられるよう取り組
みます。

・市が２月に実施したアンケートでは、回答者の約７２％の方が
新型コロナウイルスワクチンの接種を「すぐに受けたい」、また
は「様子を見て受けたい」との回答でした。

・アンケート結果も踏まえ、市の目標接種率を７５％と設定し、
接種を希望する市民の方が年内に接種を終えられるよう接種体制
の確保に取り組みます。
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ワクチン接種方針（３）
○エッセンシャルワーカーの方等への接種を推進します。

・新型コロナウイルスワクチンは、多くの方に接種を受けていた
だくことで重症者や死亡者を減らし、医療機関の負担を減らすこ
とが期待されていることから、重症化リスク等を踏まえ、医療従
事者、高齢者の方等を優先する接種順位が決められています。

・加えて、保育施設や通所介護施設、飲食店等でのクラスター発
生のリスクを低下させるためにも、これらの施設に従事されてお
られるエッセンシャルワーカー等の方に積極的に新型コロナウイ
ルスワクチンを接種していただくことが大切だと考えています。

・エッセンシャルワーカーの方等に、接種についてしっかりと理
解した上で接種を受けていただくよう働きかけます。
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ワクチン接種方針（４）
○正確な情報をタイムリーに、きめ細かく提供します。

・本市が実施したアンケートから、新型コロナウイルスワクチン
の接種に慎重な方の多くは、副反応への不安や有効性や安全性に
関する情報が不足していることへの懸念を感じていることがわか
りました。市のウェブサイトやSNSを活用し、国やメーカーか
ら提供される正確な情報を適切に伝えていきます。

・ワクチン接種前に、接種を予定するワクチンの情報をしっかり
と確認していただけるよう、ワクチンに関する説明文書の配布な
ど、広報・周知の充実を図ります。

・集団接種のシミュレーション等で得られた情報（スムーズに接
種を受けていただくための留意点など）を発信し、集団接種の円
滑な実施に努めます。
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ワクチン接種実施計画（１）
○接種の順位

• 新型コロナウイルスワクチンは、国の定める優先順位に従って接種が進め
られます。

• 重症化リスクの高い方から順に接種することで、重症者や死亡者を減らす
ことを優先する必要があること、新型コロナウイルス感染症患者に対する
医療提供体制を守ることも不可欠なこと踏まえ、国において次のように優
先順位が定められています。

①新型コロナウイルス感染症患者等に直接医療を提供する医療従事者等

②65歳以上の高齢者の方

③基礎疾患を有する方や高齢者施設等において利用者に直接接する職員

④16歳以上の一般の方
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ワクチン接種実施計画（２）
○接種対象者

区 分 対象者数 算出根拠等

（１）医療従事者等 約69,000人 総人口の３％(国手引き)

（２）高齢者 572,350人
本市の住民台帳基本人口における65歳以上の
方の合計(令和3年1月1日現在)

（３）基礎疾患を有する方 約145,000人 総人口の6.3％ (20 歳～64 歳の場合)（国手引き）

（４）高齢者施設等の従事者 約34,500人 総人口の1.5％(国手引き)

（５）60 歳から64 歳の方 123,006人
本市の住民台帳基本人口における60～64歳の
方の合計(令和3年1月1日現在)

（６）上記以外の方 約1,356,600人
本市の住民基本台帳人口－上記（１）～
（５）の合計（うち16歳未満は約30.2万人）

（参考）本市の住民台帳基本人口：2,300,416人（令和３年１月１日現在）
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・60歳から64歳の方については、ワクチンの供給量によっては、基礎疾患を有する方と同じ時期に
接種を行うこととされています。



ワクチン接種実施計画（３）
○接種スケジュール
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・4月14日より限定的な数量のワクチンにて高齢者向け優先接種を開始。5月以降接種の本格実
施を予定。高齢者以外の方の接種は7月中の開始を目指します。
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高齢者向け接種券

順次送付【4月19日・22日予定】

【4月14日開始】
【5月12日～】中区・80歳以上接種

中区・80歳以上接種



ワクチン接種実施計画（４）
○想定接種数

１ 1人当たり接種回数：2回

※現在、薬事承認されているファイザー社製ワクチンに限る。

２ 想定接種者数（令和3年1月1日現在の公簿人口に基づく試算）

①高齢者（令和3年度中に65歳以上になる方を含む。）：60.2万人

②高齢者以外の方（16歳未満の方を除く。） ：139.7万人

３ 想定接種率：75％

４ 上記、１～3に基づく想定接種数

①高齢者 ：2回×60.2万人×75％＝90.3万回

②高齢者以外の方：2回×139.7万人×75％＝209.6万回

⇒合計で約300万回の接種を想定

５ 国の定める実施期間：令和3年2月17日～令和4年2月28日
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ワクチン接種実施計画（５）
○年内に希望する方が接種を受けるために必要な接種実施体制
の想定

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

個別
接種
等

－ 6.0万 29.0万 32.0万 個別
＋
集団

40万

個別
＋
集団

40万

個別
＋
集団

40万

個別
＋
集団

40万

個別
＋
集団

30万

約300万

集団
接種

1,800 7.9万 19.7万 (調整中)
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・接種を希望する高齢者の方の接種を３か月で完了しようとする場合、接種が本格化する5月
以降においては、個別接種と集団接種を合わせ、週当たり10～12万回程度の接種体制を確保
する必要があります。
・4月を除く各月の接種数は週末ベースで集計し、合計したもので、7月以降の集団接種の実
施体制については調整中です。



ワクチン接種実施計画（６）
○接種体制

• 地域の病院やかかりつけ医など身近な医療機関での個別接種

→ご自身の健康状態をしっかりと把握していただいている、かかりつけの
医療機関にワクチンを接種していただくことで、より安心・安全に接種を
受けられます。

• 市が区役所や小学校体育館等に設置・運営する接種会場での集団接種

→医療機関が休診となる土曜日・日曜日にも接種を受けられるよう、各区
で実施します。

• 高齢者施設等において嘱託医等が入所者への接種を実施する施設内接種

→高齢者施設等が施設の特徴に応じ、施設内で入所者等への接種を行える
よう支援します。
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ワクチン接種実施計画（７）
○個別接種①

• 国から配布を受けた超低温冷凍庫（ディープフリーザー）を設置し、多く
の市民の方へワクチン接種を実施していただく基本型接種施設と市が設置
するワクチン配送センターや基本型接種施設からワクチンの小分けを受け
て接種を実施していただくサテライト型接種施設を、合計770か所程度を
確保し、身近な地域でワクチンの接種を受けていただけるよう取り組みま
す。個別接種については、5月下旬からの開始に向けて準備を進めます。

※基本型接種施設に配置されるディープフリーザーは6月までに順次国より配送される見込み
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区 分 確保予定数 週当たり接種数

基本型接種施設 １２０程度
最大80,000回程度

サテライト型接種施設 ６５０程度



ワクチン接種実施計画（８）
○個別接種②（個別接種の充実に向けた配送体制の整備）
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名古屋市ワクチン配送センター（業務委託により運営）イメージ
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設置
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冷凍ワクチン

注射針等

受取・保管

各接種施設か

らのオーダー

とりまとめ

ワクチン、

添付文書、

注射備品等

の小分け

接種日

前日まで

に配送

発注

・より多くの医療機関において個別接種を実施していただけるよう、サ
テライト型接種施設向けに小分けしたワクチンを配送するワクチン配送
センターを設置します。



ワクチン接種実施計画（９）
○集団接種①

• 当面、6月までの期間において水曜日及び木曜日には区役所講堂等で各区
１か所の会場を設置、土曜日及び日曜日には各区の小学校体育館、区役所
講堂等を活用し、市全体で最大４０か所程度（各区１～４か所）の会場を
設置し、集団接種を実施します。

• 接種に当たっては、名古屋市医師会や名古屋市薬剤師会はじめ、市内の医
療従事者のみなさまの協力をいただきながら、医療従事者を確保します。

※当初の3週間は1回目の接種の方のみのため、水曜日及び日曜日の実施となります。

※接種数は1バイアルあたり5回で試算したものです。
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区分 実施時間 最大接種数／日 週当たり接種数

水曜日・木曜日 午後 325回

最大50,000回程度土曜日 午後 325回

日曜日 午前・午後 650回



ワクチン接種実施計画（10）
○集団接種②（集団接種会場のイメージ）
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接種後待機

受付・検温

予診

予診待合

接種

ワクチン
準備

接種待合

接種済証
交付

救護
スペース

接種の流れ

①受付・検温
↓

②予診前確認
↓

③ 予 診
↓

④ 接 種
↓

⑤接種済証交付
↓

⑥接種後の待機

予診前確認

※会場図面は3月7日に中村区役所講堂で実施したシミュレーション時のもの



ワクチン接種実施計画（11）
○接種の流れ

①クーポン券が届く ②接種の予約 ③接種を受ける

【個別接種】 【個別接種】

医療機関へ直接予約 ・医療機関

【集団接種】 【集団接種】

・コールセンター ・集団接種会場

（050－3135－2252）

・専用の予約サイト

※予約はクーポン券が

届いてから。
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【クーポン券】

【クーポン券等郵送用封筒】



ワクチン接種実施計画（12）
○施設内接種
• 新型コロナウイルスワクチン接種については、医療従事者等への接種の次に高齢者を行
うこととされているところ、国より、接種体制構築が円滑に進むよう、高齢者施設にお
ける基本的な考え方と体制構築の標準的な進め方が示されており、ワクチンの供給状況
を踏まえながら、5月10日の週からの施設内接種の開始に向けて準備を進めていきます。

【参 考】高齢者施設の入所者への接種方法例

・介護老人保健施設、介護医療院、介護療養型医療施設

⇒自らがサテライト型接種施設となっていただくことで、施設内での接種が可能です。

・介護老人福祉施設

⇒嘱託医等の所属医療機関が接種施設であれば、施設内の接種が可能です。

・有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、認知症対応型共同生活介護等

⇒医療機関を受診可能な方はご自身で接種施設を選択していただくか、かかりつけの往診医がおり、

その方の所属医療機関が接種施設であれば、施設内の接種が可能です。

※上記以外の場合における施設接種の実施に向け、市としての支援方法の構築について検討し
ています。

※※障害者施設等での接種についても、国の考え方に基づき対応を進めていきます。
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ワクチン接種実施計画（13）
○円滑な接種に向けて①

• 接種を受けるすべての方へ

①接種回数、接種間隔

⇒現時点で接種が受けられるのはファイザー社製のワクチンです。

・ファイザー社製のワクチンは、１人当たり２回の接種が必要です。

・１回目の接種後、３週間の間隔で２回目の接種を受けることが必要です。

②接種を受けやすい服装

⇒ファイザー社製ワクチンは、通常、上腕の三角筋に筋肉注射という方法で接種します。

・スムーズな接種に向けて、接種会場へは肩を出しやすい服装でお越しください。

③事前の予診票の記入、かかりつけ医への相談

⇒集団接種会場では、多くの市民の方にスムーズに接種を受けていただく必要があります。

・事前にお配りするファイザー社製ワクチンの説明書をお読みいただき、可能な範囲で

予診票への記入をお願いします。

・基礎疾患があるなど、ワクチン接種に不安のある方は、個別接種をご検討いただくか、

事前にかかりつけ医にご相談ください。 18



ワクチン接種実施計画（14）
○円滑な接種に向けて②

• 外国人住民の方の接種を支援する取り組み（多言語対応）

⇒外国人住民の方に接種を受けていただけるよう各種の取り組みを実施します。

①封筒、クーポン券へ「新型コロナウイルスワクチンのクーポン券」である旨を多言語

で表示

②集団接種会場への携帯型翻訳機の導入

③本市の多言語サイト等を活用した広報の実施

• 在宅で療養されている方等の接種を支援する取り組みの検討

⇒在宅で療養されている方等、外出して接種を受けることが困難な方について、日頃か

らかかりつけ医による在宅医療を受けておられる場合には、ご自宅でかかりつけ医に

よる接種を受けていただくことが考えられます。かかりつけ医による接種が受けられ

ない方への対応については、個別接種実施医療機関の状況も把握しながら検討してい

きます。
19



ワクチン接種実施計画（15）
○相談体制
• なごや新型コロナウイルスワクチンコールセンター

⇒接種費用、接種回数や優先接種の対象など、新型コロナウイルスワクチン接種に関する一般的な

相談に対応するとともに、集団接種の予約受付、クーポン券の再発行の受付等を行います。

電話：０５０－３１３５－２２５２

受付時間：9時00分～17時30分（土日・祝日を除く。）

【国・県の相談体制】

• 厚生労働省新型コロナウイルスワクチンコールセンター

⇒ワクチンの接種順位、ワクチンの効果や有効性・安全性、副反応などのワクチン施策に

関する相談に対応。

電話：０１２０－７６１７７０（フリーダイヤル）

受付時間：9時00分～21時00分

• 愛知県新型コロナウイルス感染症健康相談窓口

⇒接種後の副反応などに関する問い合わせに対応

電話：０５２－９５４－６２７２（受付時間：9時00分～17時30分）

０５２－５２６－５８８７（平日17時30分～翌午前9時、土日・祝日24時間） 20



ワクチン接種実施計画（16）
○周知・広報

• 広報なごや等本市広報媒体を活用した広報の実施

⇒ワクチン接種事業全般に関する広報については広報なごや等の本市広報媒体を活用し

て実施するほか、本市が運営するＳＮＳの活用、チラシ・ポスターの関係機関（医療機

関、包括連携協定締結事業者等）への配布、掲出等により広く周知を図ります。

あわせて、集団接種会場にて接種を受ける場合の注意点など、接種を受ける市民の方

に必要な情報について、マスメディアの協力も得ながら、適切に周知を図ります。

• 集団接種会場、個別接種実施医療機関等の周知、広報

⇒集団接種会場については、全市的な広報に加え、広報なごやの区版も活用し区ごとに

会場の周知を図ります。

個別接種実施医療機関については、国の「コロナワクチンナビ」による広報と合わせ、

市のウェブサイトにおいても公表について同意を得た医療機関について一覧で掲載する

など市民の方が個別接種実施医療機関を選択しやすいように支援します。
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